
1

PSカード

ゲート ヤード臨港道路

タッチ

カード
リーダー

PSカードをカードリーダー
にタッチした後、トレーラーの
行先を携帯端末に表示
（将来的には紙プラカードを廃止）

●●レーンへ

誤進入へのアラート

携帯端末内のGPSを用いて
構内の車両位置情報を
ターミナルに送信
（ターミナル荷役作業に活用）

・携帯端末内のGPSを用いて
構外の車両位置情報を送信
（渋滞情報や作業状況の確認に活用）
・リアルタイム情報の受信
（コンテナ搬出可否情報や混雑情報等）
・ドライバーの作業状況を関係者へ通知する
ことによる業務の効率化

搬出入予約制度の導入

CONPASの概要

・CONPAS（Container Fast Pass）は、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時
間の短縮を図り、コンテナ輸送の効率化及び生産性の向上を目的に、国土交通省が開発した新・港湾情報システムである。

・阪神港では、各事業者の業務効率を高めることを目指し、CONPASに新機能を付加することとしており、ターミナルオペレー
ター、海上コンテナ輸送事業者、海貨事業者等の関係者間における各種情報の連携・共有やGPS付き専用携帯端末を
活用したドライバーへの配車指示といった新機能の開発を進めている。令和３年３月に神戸港PC18において試験運用を
実施。
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CONPASシステム連携図

CONPASネットワーク

本人認証ログイン

行先
レーンへ

⑦PSカード照合機にPSカードをタッチ。
（現行通りのSOLAS認証）

④専用携帯端末ログイン
（ID-PW）

⑫ヤード内へ

海貨事業者

海コン事業者

※⑨車両通し番号は、
RTG端末に表示される番号

：インターネット通信

：モバイル通信

：Wi-Fi通信

TOS

Web予約
システム

トラックドライバー

⑥コンテナ情報確認後、
目的ターミナルへ移動

船社EDI

ターミナルゲート前

⑪ヤード内行先情報を
プッシュ通知

（蔵置場所）

入場ゲート
（停止すること無く、スルー通過）
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CONPAS・港湾関連データ連携基盤のコンセプト・事業の進捗状況

・阪神港では、港湾関連データ連携基盤とCONPASを連携させ、以下の事柄の実現をコンセ

プト（初期導入時）として定めている。

➢ 二重入力の廃止（入力間違え、言い間違え、聞き間違え、書き間違えの廃止）

➢ ペーパーレス化 （可能な限りFAX及び紙の印刷の廃止）

➢ コンテナ情報及び位置情報の共有化（各事業者間の問い合わせ削減）

・横浜港では、一部のターミナルにおいて、2018年１月より試験運用を開始、2021年３月に

常時運用を開始。

・阪神港では、2021年3月にPC-18にて試験運用実施。引き続き、神戸港PC‐18及び阪神

港の他ターミナルでも順次試験運用を行う予定。
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海貨事業者におけるCONPAS導入効果

現 状 CONPAS導入効果

コンテナ引取り依頼等は電話やFAXで手配。
手書き書類もあり、ミスが起き易い。

コンテナ引取り依頼等が電子化され、手書きの
必要が無く、ミスがなくなる。
事業者間の連携が容易になる。

コンテナ情報（コンテナ番号やB/L番号等）の
記載ミスがあった場合に、間違いに気づかない場
合がある。（ターミナルに到着してから判明）

事前にTOSからのデータと突合し、違いあればア
ラートで知る事が出来る。（TOSのデータを正と
する）

各種手続きで全ての情報をシステムへ手入力
（コンテナ番号、ブッキング番号、B/L番号等
何度も入力したり記載が必要）。

一度入力した情報は紐づけ管理され、二重入
力が不要となり、事務手続きが省力化される。

搬入票の記載ミスがある場合に、ゲートにて
確認・訂正の連絡対応に時間を取られる。

搬入票の電子化により、記載ミスが無くなり、
確認・訂正の連絡対応にかかる時間も削減
できる。

荷主等からの問合せに関し、海コン事業者や
ターミナル・船会社に、電話等で確認が必要。

CONPAS利用者は、リアルタイムでコンテナ状況
（位置情報を含む）や荷役状況の確認が可能
となり、事業者間の問い合わせが削減される。

コンテナの増加やドライバー不足、ターミナルゲート
の混雑により、ドレージの手配が難しくなってきて
いる。

ゲート前の待機時間の削減、陸運事業者の作
業の回転率向上によりドレージを確保しやすい環
境となる。
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ターミナルオペレーターにおけるCONPAS導入効果

現 状 CONPAS導入効果

ドライバーがゲートで予約番号を打ち込む必要が
あるため、ゲート通過に時間を要する。

PSカードを活用した認証により、予約番号の打ち
込みが不要となり、ゲート通過時間が短縮。

搬入票に記載ミスがある場合に、ゲートで確認・
訂正が入り通過に時間を要する。

搬入票の電子化により、記載ミスが無くなりゲート
通過時間が短縮。

ゲートクラークによる作業指示書や搬入票の確認、
未入力情報の入力作業が必要。

作業指示書や搬入票の電子化により必要な情
報は事前登録可能。ゲートクラークによる入力・
確認作業の軽減。

事前に総重量、コンテナ自重、シール番号が判ら
ない為、ゲート到着時に搬入票を確認した後、
蔵置場所を決定するため、処理に時間を要する。

事前に本船名、仕向地、総重量、コンテナ自重、
シール番号が判るため、トラックがゲートに到着す
る前に蔵置場所を決定できる。ゲート通過時間
の短縮

輸入コンテナがいつ搬出されるか見通せない。
事前予約により、搬出予定のコンテナを前日に把
握することが可能となり、事前準備・作業体制の
検討ができる。荷繰りの軽減。

コンテナの荷役状況等の問合せの電話対応が必
要。

コンテナ貨物の状況をリアルタイムで確認可能。
問合せ対応不要。
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CONPAS画面イメージ①

海運貨物取扱事業者の画面

コンテナの状況を確認可能

状況把握による
事業者間の問い合わせ削減

海運貨物取扱事業者のシステムから
CONPASへの貨物情報を反映

情報入力作業の削減

海上コンテナ輸送事業者への
依頼状況を確認可能

システムでの依頼により
伝達ミスや事業者間の
問い合わせ削減
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CONPAS画面イメージ②

海上コンテナ輸送事業者の配車係の画面

海運貨物取扱事業者による
CONPASへの入力情報を反映

TOSの搬出可否情報を
CONPASへ反映

海運貨物取扱事業者の依頼に基づき、
ゲート時間を予約、搬出可否情報に
より、ドライバー名を入力し作業指示

情報入力作業の削減時間枠・ドライバー選択による
簡易な作業指示

状況把握による
ゲートトラブル削減



8

コンテナ総重量 23,220 kgコンテナ総重量 23,220 kgコンテナ総重量 23,220 kg

CONPAS画面イメージ③

作業指示を受けたドライバーの携帯端末

配車指示の受付後に貨物状態を確認する画面 ゲート受付時の行先表示

搬出可否情報を
確認の上、移動
することで、ゲー
トトラブルを削減

貨物情報の通知に
よる情報伝達の
作業負担・ミス
を防ぎ、ゲートト
ラブルを削減

ヤード内行先表示に
よるペーパーレス化


